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バングラデシュ（平成30年9月12日～平成30年9月19日）　　

プログラムの
概要

　１．目的：

　２．事業概要：

　３．教育目標：

　４．期待される成果等：

　５．当事業が弘前市や弘前市関連地域にあたえる効果・成果等：

　近年の国際化により、日本において輸入感染症が増加しており、弘前市や弘前市関連地域に
おいても将来熱帯感染症患者の増加が見込まれる。当事業の実施により感染予防に関する高い
専門知識とグローバルな視点をもった弘前市の医療従事者の人材育成につながる。

①バングラデシュにおける感染症多発地域の現状を環境調査により把握するとともに、ダッカ
大学のスタッフ・学生とのコミュニケーションを通じてグローバルな感覚を養う。
②ダッカ大学における感染症の講義を英語で受講し、意見交換を通して高度な感染症の専門英
語や専門知識を学ぶ。

　アジア最貧国であるバングラデシュは高温多湿の気候に加え劣悪な衛生環境のため、熱帯感
染症が多く、その予防対策も遅れている現状がある。本事業ではダッカ大学微生物学部の講義
に参加し、感染症分野における大学教育の実情を学ぶとともに学部学生・大学院生と英語で
ディスカッションをし、感染症等について意見交換をする。

　ダッカ大学微生物学部の学生と英語での活発なコミュニケーションをはかる。通常の英会話
だけでなく、感染症の専門用語を交えることでより高度な英語力を養うとともに、積極的なコ
ミュニケーション力やグローバルな感覚を身につける。また、ダッカ大学微生物学部や医療機
関を視察することで、熱帯地域特有な病原体の検出・培養技術や感染予防・治療法を学ぶ。

①グローバルな視点で熱帯感染症への対応ができる医療従事者を育成できる。
②海外の人々と英語で自由に意見交換することでコミュニケーション能力を養うことができ、
また新たな国際交流へとつながる。
③未知の感染症への対策を含めた問題解決力を身につけることができる。

実施
スケジュール

平成30年度　学生市民等協働プログラム　概要

保健学研究科

区　　分 内　　　　　　　　　容

　事業名 バングラデシュにおける感染症ガバナンスー教育・医療機関、環境調査を通してー

学生市民等の
所属及び人員

保健学研究科　博士３年　１名 保健学研究科　修士２年　１名
医学部保健学科　４年生　１名 東北化学薬品　職員　１名
弘前市立病院　職員　１名

9月25日　調査結果まとめ等

8月20日　事前調査・打ち合わせ

9月14-15日　環境調査
9月16日　病院見学（icddr,b）
9月17日　ダッカ大学微生物学部講義参加
9月18日　シャージャラル空港出発
9月19日　青森空港到着

9月12日　青森空港出発
9月13日　シャージャラル空港到着、ダッカ大学打ち合わせ
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今後の展望

　バングラデシュは狭い国土に人口１億５千万人以上の人が住んでおり、世界一人口密度
の高い国である。ほとんどの国民はベンガル語を公用語とするベンガル人で、約９割の人
がイスラム教徒である。気候は熱帯に属し、気温・湿度は高く蒸し暑い。国土は川が多
く、低湿地帯であるため洪水も頻発しており、行政によるごみ処理設備が整っていないた
め衛生状態はきわめて悪い。そのような状況のため、バングラデシュ国内において薬剤耐
性の病原微生物の蔓延が問題視されている。近年、地球温暖化のため日本の平均気温は上
昇しており、日本においても気温の上昇が未知の病原微生物の蔓延をもたらす危険性があ
る。
　そのような背景のもとで我々は平成３０年度弘前大学グローカル人材育成事業学生市民
等協働プログラム「バングラデシュにおける感染症ガバナンスー教育・医療機関、環境調
査を通してー」を実施し、バングラデシュの生活環境における病原微生物の調査とダッカ
大学学生との国際交流を行った。本プログラムにおける教育・医療機関や環境調査等、現
地での経験を通して、日本ならびに弘前における衛生環境や温暖化の影響について真摯に
向き合い、参加した学生や弘前市民、企業人それぞれの立場における今後の感染症対策活
動に活かしていきたい。

プログラムの
様子

　　　　【写真２：河川の水の採取】

【写真５：下痢症患者用の専用ベッド】 【写真６：ダッカ大学部微生物部門による研究発表会】

【写真３：土壌採取】 【写真４：採取サンプルの処理と微生物の培養】

【写真１：本プロジェクト参加構成メンバー】
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